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第44回 「バイデン元副大統領の経済政策」

～ 環境重視、競争力強化への転換～

初めに
7月9日、米民主党の大統領候補指名が確実視されるバイデン前副大統領が大統領選に向け

た経済政策を発表しました。今回はこのバイデン氏の経済政策についてお話します。

製造業重視の経済政策
バイデン氏の経済政策のポイントは以下のようなものです。

4年間で総額7000億ドルの財政出動により製造業を復活させ、500万人超の雇用を生み出す。
7000億ドルの内訳は公共事業やクリーンエネルギーの普及推進に4000億ドル。また電気自動
車や次世代通信規格（5Ｇ）の研究開発に3000億ドルを投入、製造業の競争力強化に役立てる
とのことです。製造業重視の経済政策と言えます。

クリントン氏の失敗
製造業を重視するのは、前回大統領選で民主党候補だったクリントン元国務長官の失敗を

繰り返さないためです。接戦となった前回大統領選で両者の明暗を分けたのは「ラストベル
ト」（錆びたベルト）と呼ばれる大西洋から五大湖周辺にかけた地域の票でした。元々この
地域は工場が多く、民主党の地盤でしたが、今は工場の移転などで地域経済は低迷していま
す。そこをトランプ氏に衝かれ票を失ったことがトランプの氏の勝利に繋がったと言われて
います。今回の大統領選でもラストベルトの票は重要なポイントと見做されていますが、バ
イデン氏が製造業重視を打ち出していることや大統領としてのトランプ氏に製造業に関する
実績はほとんどないことなどからラストベルトの票はバイデン氏が獲得すると見ています。

バイデン大統領は株価にプラス
ここからはバイデン大統領が実現した場合の株式市場への影響についてコメントします。

株式市場への全体にとってバイデン氏の方が望ましいのは明らかでしょう。トランプ氏の予
想困難な言動はしばしば市場の不安定要因となりました。特に、新型コロナウィルス（ＣＯ
ＶＩＤー19）への対応に当たっては、しばしば専門家の意見を排し被害を広げました。バイ
デン氏であれば、ここまでひどいことにはならなかったと思います。米国には「トランプ疲
れ」という言葉もあるそうですが、そういう点も含めて、今の株式市場にはトランプ氏より
もバイデン氏の方が大統領としてふさわしいと見ています。

環境関連はバイデン関連
バイデン氏の政策で製造業重視と並んで目立つのが環境問題への言及です。米国はトラン

プ政権下で温暖化対策の国際的枠組み「パリ協定」を離脱しており、政府としては温暖化対
策に後向きですが、バイデン氏が勝利すれば再度温暖化対策に前向きになると思われます。
その場合、株式市場で環境関連株が物色されることも考えられるでしょう。バイデン銘柄と
して環境関連に注目しています。
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